
お
も
な
内
容

お
も
な
内
容

■
第
25回

福
知
山
マ
ラ
ソ
ン

■
第
25回

福
知
山
マ
ラ
ソ
ン

　
第
16回

全
日
本
盲
人
マ
ラ
ソ
ン
選
手
権
…
…
P4

　
第
16回

全
日
本
盲
人
マ
ラ
ソ
ン
選
手
権
…
…
P4

■
お
も
な
施
設
 年
末
年
始
の
ご
案
内
…
…
P6

■
お
も
な
施
設
 年
末
年
始
の
ご
案
内
…
…
P6

■
平
成
28年

度
か
ら
軽
自
動
車
税
の

■
平
成
28年

度
か
ら
軽
自
動
車
税
の

　
　
　
　
　
　
税
率
が
変
わ
り
ま
す
…
…
P10

　
　
　
　
　
　
税
率
が
変
わ
り
ま
す
…
…
P10

■
キ
ラ
リ
☆
ふ
く
ち
や
ま

■
キ
ラ
リ
☆
ふ
く
ち
や
ま

　　
越越 え
ち
え
ち後後 ごご

義義 よ
し
よ
し昭昭 あ
き
あ
きさ
ん（
マ
ジ
シ
ャ
ン
）…
…
…
P20

さ
ん（
マ
ジ
シ
ャ
ン
）…
…
…
P20

LIN
E
＠
で
福
知
山
の

イ
ベ
ン
ト
情
報
・

観
光
情
報
な
ど

お
届
け
し
て
い
ま
す
！

12 /1
平
成
27（
2015）年

北
近
畿
を
リ
ー
ド
す
る
創
造
性
あ
ふ
れ
る
ま
ち
　
福
・
知
・
山

北
近
畿
を
リ
ー
ド
す
る
創
造
性
あ
ふ
れ
る
ま
ち
　
福
・
知
・
山

第
1024

号
　

第
1024

号
　

福
知
山
市
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

福
知
山
市
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

酒
呑
童
子

酒
呑
童
子

ド
ッ
コ
ち
ゃ
ん

ド
ッ
コ
ち
ゃ
ん

「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」
に
あ
な
た
が
写
っ
て
い
た
ら
、
写
真（
L判
）
を
１
枚
差
し
上
げ
ま
す
。
　
■
秘
書
課
広
報
係（

TEL24-7000・
FAX24-7023）

新
福
知
山
市
発
足
1
0
周
年
記
念
式
典
開
催

新
福
知
山
市
発
足
1
0
周
年
記
念
式
典
開
催
…
…
P2

…
…
P2

特
集

特
集
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式
典
に
は
、
近
隣
自
治
体
の
市

長
を
は
じ
め
、
衆
議
院
議
員
の
谷た

に

垣が
き

禎さ
だ

一か
ず

自
民
党
幹
事
長
や
姉
妹
都

市
の
長
崎
県
島
原
市
の
柴し

ば

﨑さ
き

副
市

長
、
観
光
友
好
都
市
の
静
岡
県
小

山
町
の
込こ

み

山や
ま

町
長
、
市
民
の
代
表

と
し
て
市
議
会
議
員
や
各
種
団
体

の
代
表
者
ら
あ
わ
せ
て
約
３
０
０

人
に
出
席
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

区
切
り
を
迎
え

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る

合併10年の軌跡と未来へ向けて

新福知山市
発足10周年記念式典
　福知山市・三和町・夜久野町・大江町が平成
18年1月に合併してから、今年度に10年の節目
を迎えることを記念して、11月1日（日）にハピ
ネスふくちやま市民ホールにて、新福知山市発
足10周年記念式典を開催しました。

▲書道パフォーマンスを披露した福知山高等学校書道部
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福
知
山
淑
徳
高
等
学
校
淑
徳
和

太
鼓
の
迫
力
あ
る
演
奏
で
幕
を
開

け
、
合
併
後
の
歩
み
な
ど
を
振
り

返
る
記
念
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
福
の
礎
」
の

上
映
を
行
っ
た
後
、
式
典
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
松ま

つ

山や
ま

正ま
さ

治じ

市
長
の

式
辞
や
来
賓
祝
辞
、
大
江
高
等
学

校
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
に
よ
る
華
や
か

な
演
奏
、
福
知
山
高
等
学
校
書
道

部
に
よ
る
力
強
い
書
道
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
な
ど
が
行
わ
れ
、
式
典
を

彩
り
ま
し
た
。

　

記
念
誌
と
記
念
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
タ
イ

ト
ル
「
福
の
礎
」
に
は
、
合
併
後

の
ま
ち
づ
く
り
・
ひ
と
づ
く
り
を

礎
に
し
て
、
今
後
も
市
民
の
皆
様

に
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
、
こ
れ
か

ら
も
住
み
続
け
た
い
」
と
実
感
し

て
い
た
だ
け
る
福
知
山
を
創
造
し

て
い
く
決
意
を
込
め
て
い
ま
す
。

　

記
念
誌
・
記
念
Ｄ
Ｖ
Ｄ
と
も
に

上
記
の
方
法
で
内
容
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

10 年の歩み（おもな軌跡）
平成18年（2006年）
1月　三和町・夜久野町・大江町の３町を福知山

市に編入合併
6月　新しい市立福知山市民病院が診療開始

平成19年（2007年）
8月　三岳・大江山連峰を含む「丹後天橋立大江

山国定公園」が全国で56番目の国定公園と
して誕生

平成20年（2008年）
4月　福知山駅南口公園開園

平成21年（2009年）
2月　北近畿タンゴ鉄道福知山駅高架開業
4月　新武道館オープン

平成22年（2010年）
3月　大江統合保育園（げん鬼保育園）竣工
8月　福知山市動物園の「ウリ坊とみわちゃん」

大人気

平成23年（2011年）
8月　ふくちやま中学生議会開催

平成24年（2012年）
4月　福知山城憩いの広場
　　  「ゆらのガーデン」オープン
5月　福知山市消防防災センター運用開始

平成25年（2013年）
4月　小中一貫教育校「夜久野学園」が開校
5月　第1回 丹波福知山
 　　 スイーツフェスティバル開催
9月　台風18号災害が発生

平成26年（2014年）
5月　福知山市動物園にレッサーパンダの
　　　「キャラ」が仲間入り
6月　市民交流プラザふくちやまが
　　  グランドオープン
8月　平成26年8月豪雨災害が発生

平成27年（2015年）
8月　旧市民会館が「ハピネスふくちやま」
　　　にリニューアルオープン

■記念ＤＶＤ「福の礎」
・記念誌の内容を基に構成
・収録時間約 14分間
※図書館中央館・各分館で視聴するこ
とができます。また、秘書課に来庁
いただければ、その場で視聴するこ
ともできます。

■記念誌「福の礎
いしずえ

」
（掲載内容）
・10年の歩み
・まちかどインタビュー
・高校生と市長の座談会など
※記念誌のデータは市ホームペー
ジに掲載する予定です。また、
図書館中央館・各分館で閲覧す
ることができます。
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三
段
池
公
園
を
発
着
点
、
大
江
町

二
箇
下
を
折
り
返
し
地
点
と
す
る

「
第
25
回
福
知
山
マ
ラ
ソ
ン
・
第
16

回
全
日
本
盲
人
マ
ラ
ソ
ン
選
手
権
」

が
、
11
月
23
日
（
月
・
祝
）
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
は

９
、６
３
５
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加

し
、
自
慢
の
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

　

午
前
10
時
30
分
の
号
砲
に
合
わ
せ

て
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
。沿
道
か
ら
は
、

ラ
ン
ナ
ー
の
家
族
や
友
人
、
多
く
の

市
民
ら
か
ら
温
か
い
声
援
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

　

今
大
会
は
、『
ス
イ
ー
ツ
の
ま
ち

福
知
山
』
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
千
原

の
30
㌔
地
点
で
市
内
の
10
店
舗
が
パ

ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
や
焼
き
菓
子
な
ど
を

提
供
。
ま
た
、
今
大
会
も
給
水
所
や

関
門
、
清
掃
・
警
備
、
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー

な
ど
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参

加
し
、
大
会
運
営
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　

走
り
終
わ
っ
た
ラ
ン
ナ
ー
た
ち

は
、「
沿
道
の
応
援
で
後
半
頑
張
れ

た
」「
練
習
の
成
果
が
出
た
。
ぜ
ひ

来
年
も
走
り
た
い
」
な
ど
と
、
充
実

し
た
様
子
で
福
知
山
マ
ラ
ソ
ン
を
振

り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

声援を背に9,635人が力走！声援を背に9,635人が力走！

第25回福知山マラソン
第16回全日本盲人マラソン選手権ファンランに出場した子どもたちファンランに出場した子どもたち

30㌔地点で福知山スイーツを提供30㌔地点で福知山スイーツを提供

勢いよくスタートを切ったランナーたち勢いよくスタートを切ったランナーたち



広報ふくちやま　H27（2015）.12.15

－ふるさとの魅力を伝えます－ 福知山リポート福知山リポート
　

額ぬ
か

田た

の
ダ
シ
は
笛
と
太
鼓
で
町
お
こ
し
。夜
久

野
の
秋
が
今
年
は一味
違
っ
て
い
た
。そ
れ
は
私
の

心
に
潜
む
歴
史
的
感
覚
と
祭
り
の
所ゆ

以え
ん

や
そ
の

趨す
う

勢せ
い

を
探
っ
て
み
た
い
と
い
う
思
い
が
芽
生
え
て

き
た
せ
い
か
も
し
れ
な
い
。通
り
の
家
々
で
は
神

の
お
加
護
と
お
祝
い
を
盛
り
上
げ
る
た
め
座
敷

を
開
放
し
、正
面
に
は
鏡
餅
、お
神み

酒き

、洗
い
米
を

供
え
、屏
風
を
立
て
生
け
花
に
よ
る
座
敷
飾
り
が

し
て
あ
り
、御
神
灯
の
明
か
り
が
夜
空
に
光
り
輝

い
て
い
た
。古
く
か
ら
伝
わ
る
秋
祭
り
で
、
御
神

木
を
抱か

か

え
て
走
り
、氏う

じ

子こ

が
曳ひ

き
廻
す
山だ

車し

の
大

き
さ
は
、高
さ
５ｍ
、幅
３ｍ
で
車
の
素
材
は
松
の

木
な
の
で
重
く
て
綱
を
繫つ

な

ぎ
多
数
の
人
が
曳
き

廻
す
の
に
大
変
な
よ
う
だ
っ
た
。各
集
落
が
趣
向

を
凝
ら
し
て
出
来
栄
え
を
競
い
あ
っ
て
い
る
。ま

た
、子
ど
も
も
叩
く
太
鼓
の
響ひ

び
き

は
魅
力
的
で
祭
り

に
花
を
添
え
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。特
に
宵よ

い
宮み

や
の

〝
額
田
の
ダ
シ
〞は
果
物
、
野
菜
、
草
木
な
ど
で
造

ら
れ
た
野
菜
人
形
で
す
。見
て
い
る
人
々
も
興き

ょ
う

味み

津し
ん

々し
ん

で
全
体
の
ど
の
辺
に
何
が
使
わ
れ
て
い
る

の
か
を
探
し
当
て
る
光
景
に
も
出
会
っ
た
。百
年

以
上
前
か
ら
今
日
ま
で
続
い
て
い
る
が
、明
治
初

期
と
云
う
説
も
あ
る
。祭
り
を
見
て
い
る
人
に
話

し
か
け
る
と「
私
の
子
ど
も
の
頃
か
ら
変
ら
ず
続

い
て
い
る
が
、
都
会
か
ら
こ
の
祭
り
を
楽
し
み
に

帰
郷
す
る
子
ど
も
や
親
族
が
家
族
揃そ
ろ

っ
て
楽
し

ん
で
い
る
光
景
は
微ほ

ほ

笑え

ま
し
く
長
く
続
け
ら
れ

る
の
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
秋
祭
り
を
楽
し
む

声
も
あ
っ
た
。額
田
の
ダ
シ
振
興
会
会
長
の
月つ

き

見み

一か
ず

正ま
さ

さ
ん
は「
ど
の
地
区
で
も
少
子
高
齢
化
が
進

み
、
後
継
者
作
り
に
苦
労
し
て
い
る
。野
菜
不
足

も
そ
の
年
の
気
候
に
よ
っ
て
悩
ま
さ
れ
、ま
た
、野

菜
は
早
く
つ
け

る
と
腐
敗
す
る

の
で
大
変
で
す
」

と
語
っ
て
い
た
。

同
振
興
会
で
は

イ
ベ
ン
ト
の
宣

伝
に
よ
り
集
客

を
図は

か

り
写
真
コ

ン
テ
ス
ト
や
地

元
の
特
産
品
の

販
売
も
行
い
、

町
お
こ
し
と
保

存
の
た
め
に
努

力
さ
れ
て
い
る
。

き
っ
と
珍
し
い

見
も
の
や
出
会

い
が
あ
る
の
で

は
。
来
年
は
皆

さ
ん
も
ぜ
ひ
お

出
か
け
く
だ
さ

い
。

福
知
山
市
広
報
特
派
員

　
　
　
　

ド
ッ
コ
イ
セ
リ
ポ
ー
タ
ー

岡お
か　

垣が
き　

清き
よ　

己み

（
大
江
町
二
俣
二
在
住
）

大
江
町
二
俣
の「
舟
つ
な
ぎ
石
」（
港
石
）

　

福
知
山
市
大
江
町
天あ

ま

田だ

内う
ち

に
あ
る
元

伊
勢
外
宮
・
豊
受
大
神
社
が
鎮ち

ん

座ざ

す
る

舟ふ
な

岡お
か

山や
ま

。遠
く
か
ら
見
る
と
樹
木
に
覆お

お
わ

れ
、
こ
ん
も
り
し
た
そ
の
姿
は
ま
る
で
大

き
な
舟
の
よ
う
で
す
。い
ま
も
、
こ
の
周

辺
の
畑
は
鍬く

わ

で
地
面
を
少
し
掘
れ
ば
土

器
が
出
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。相
当

古
く
か
ら
人
が
住
み
着
い
て
い
た
の
で

し
ょ
う
。

　

貴
人
が
葬
ら
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な

い
こ
の
舟
岡
山
の
麓ふ

も
と

で
、
農
耕
あ
る
い
は
狩
猟
を
し
な
が
ら
人
々
は
、
朝
な
夕

な
、こ
の
山
を
崇あ

が
め
、日
々
の
平
穏
へ
の
祈
り
を
捧
げ
た
と
思
い
ま
す
。外
宮
か

ら
二
俣
に
向
か
う
府
道
の
脇
に「
二
俣
の
港
石
」と
し
て
、高
さ
約
１
５
０
㌢（
地

上
部
）ほ
ど
の
自
然
石
が
あ
り
ま
す
。こ
の
石
、「
舟
つ
な
ぎ
石
」と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
。「
山
が
流
れ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、つ
な
ぎ
留
め
て
お
き
た
い
」と
、

昔
の
人
は
考
え
た
の
で
し
ょ
う
。

　
ユ
ン
ボ
で
も
使
わ
な
け
れ
ば
動
く
は
ず
が
な
い
く
ら
い
大
き
い
石
で
す
が
、

「
動
か
せ
ば
災
難
に
遭
う
」
と
い
わ
れ
て
き
た
そ
う
で
、
今
も
お
正
月
に
は
し

め
縄
が
張
ら
れ
ま
す
。ま
た
面
白
い
こ
と
に
、
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
港
石
が
二

俣
か
ら
元
伊
勢
内
宮
・
皇
大
神
社
へ
向
か
う
内
宮
の
道
路
脇
に
も
あ
る
の
で

す
。こ
こ
も
「
こ
の
石
の
前
の
田
ん
ぼ
に
は
牛
を
入
れ
て
は
な
ら
な
い
」
と
さ
れ

て
い
た
と
か
。二
俣
の
港
石
と
ペ
ア
に
な
る
そ
う
で
す
が
、舟（
山
）を
つ
な
ぐ
と

は
、古
代
の
人
の
想
像
力
は
壮
大
で
す
。牛
は
い
ま
せ
ん
が
、今
は
ト
ラ
ク
タ
ー

が
来
年
の
田
ご
し
ら
え
の
た
め
の
粗
起
こ
し
を
し
て
い
ま
す
。

福
知
山
市
広
報
特
派
員

ド
ッ
コ
イ
セ
リ
ポ
ー
タ
ー

衣き
ぬ　

川が
わ　

壽じ
ゅ　

一い
ち

（
東
中
ノ
町
在
住
）

額ぬ
か

田た

の
ダ
シ
は
笛
と
太
鼓
で
町
お
こ
し

「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」で
使
用
す
る
挿さ

し

絵え

な
ど
の
イ
ラ
ス
ト
や
、
写
真
な
ど
を
提
供
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。ご
協
力
い
た
だ
け
る
人
は
、
秘
書
課
広
報
係（
TEL 

24
‐
７
０
０
０
・

FAX 

24
‐
７
０
２
３
・
Ｅ
メ
ー
ル　

hisyo@
city.fukuchiyam

a.lg.jp

）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。ま
た
、ド
ッ
コ
イ
セ
リ
ポ
ー
タ
ー
も
大
歓
迎
で
す
。 

募集！

奥自治会が作成した下ダシ 2階が回る山車（やたい）

二俣の港石



H27（2015）12.1　広報ふくちやま 6

平成27年12月～平成28年1月 おもな施設　年末年始のご案内
施　　設　　名 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

土 日 月 火 水 木 金・祝 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月・祝
市　役　所 窓　　　口 － － ○ － － － － － － ○ ○ ○ ○ ○ － － －
ハピネスふくちやま ○ ○ ○ － － － － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
市民交流プラザ 自動交付機 ○ ○ ○ ○ － － － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

福知山市民病院 外　　　来 － － ○ － － － － － － ○ ○ ○ ○ ○ － － －
救　　　急 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

福知山市民病院大江分院（外来） － － ○ － － － － － － ○ ○ ○ ○ ○ － － －
雲原診療所（外来） － － ○ － － － － － － ○ － ○ － ○ － － －
休日急患診療所 － ○ － － ○ ○ ○ ○ ○ － － － － － － ○ ○

環境パーク ご み 収 集 － － ○ － － － － － － ○ ○ ○ ○ ○ － － ○
ごみ持ち込み － － ○ 8：30～ 15：30 － － － － ○ ○ ○ ○ ○ － － ○

斎　　　場 火　葬　棟 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 午後○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
葬　祭　棟 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

公設地方卸売市場 ○ ○ ○ ○ ○ － － － － － ○ ○ ○ ○ ○ － －
総合福祉会館 ○ ○ － － － － － － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
夜久野町ふれあいの里福祉センター ○ ○ ○ － － － － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
大江町老人福祉センター（舟越会館） － － － － － － － － － － ○ ○ ○ ○ － － －
中央公民館・三和・夜久野地域公民館 ○ ○ ○ － － － － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
川口・日新・六人部・成和・大江地域公民館 ○ ○ － － － － － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
菟原・額田児童館 － － ○ － － － － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ － －
その他の児童館 ○ － － － － － － － － － ○ ○ ○ ○ ○ － －
人権ふれあいセンター － － ○ － － － － － － ○ ○ ○ ○ ○ － － －
教育集会所・夜久野ふれあいプラザ － － ○ － － － － － － ○ ○ ○ ○ ○ － － －
三和町郷土資料館 － － － － － － － － － － ○ ○ ○ ○ － － －
夜久野町化石・郷土資料館 ○ ○ － － － － － － － － ○ － ○ ○ ○ ○ ○
日本の鬼の交流博物館 ○ ○ － － － － － － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
市民体育館・市民運動場 ○ ○ － － － － － － － ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○
三段池公園総合体育館・武道館・テニスコー
ト・多目的グラウンド・わんぱく広場 ○ ○

※1 － － － － － － － ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○
長田野体育館・長田野公園運動広場 ○ ○ － － － － － － － ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○
温水プール ○ ○ － － － － － － － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○
動物園・都市緑化植物園・児童科学館 ○ ○ － － － － － ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○
福知山鉄道館ポッポランド ○ ○ ○ － － － － － － ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○
福知山城（福知山市郷土資料館）・
丹波生活衣館・佐藤太清記念美術館 ○ ○ － － － － ○ ○ ○ － － － ○ ○ ○ ○ ○
芦田均記念館 ○ － － － － － ○ ○ ○ － － ○ ○ ○ ○ ○ ○
治水記念館 ○ － － － － － － － － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○
厚生会館 ○ ○ ○ － － － － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
新町文化センター ○ － － － － － － － － － ○ ○ － ○ ○ ○ ○
図書館（中央館） ○ ○ － － － － － － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
図書館（三和・夜久野・大江分館） ○ ○ － － － － － － － － － ○ ○ ○ ○ ○ －
北陵総合センター（北陵地域公民館） ○ ○ － － － － － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
北陵総合センター（こぶし荘） ○ ○ ○ － － － － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
大呂自然休養村センター・
グラウンドゴルフ場（※２） センター以外○ － － － － － － センター以外○
里の駅みたけ ○ ○ ○ ○ ○ － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
緑の里交流センター（無人） － － － － － － － － － ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○
夜久野高原温泉ほっこり館・夜久野荘・
やくの一道庵・やくの本陣 ○ ○ － ○ ○ ○

21：00
まで

○
正午
から

○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

やくの花あずき館 ○ ○ ○ ○ － － － － － ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○
やくの木と漆の館 ○ ○ ○ － － － － － － ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○
やくのベゴニア園 ○ ○ ○ ○ － － － － － ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○
子ども等体験農園 － － － － － － － － － － ○ － ○ ○ ○ ○ ○
鬼力亭・大雲塾舎 ○ ○ － － － － － ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
大雲記念館 － － － － － － － － － － 予約時のみ○
大江山グリーンロッジ・鬼瓦工房 ○ ○ － ○ － － － － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
大江町和紙伝承館 ○ ○ － － － － － － － － － － － － ○ ○ ○
防災センター ○ ○ － － － － － － － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○
※三和荘、市営福知山駅南口広場駐車場、市営福知山駅北口広場駐車場、市営福知山駅東駐輪場、市営福知山駅西駐輪場、福知山上下水道サービスセ
ンター（株）は休まず営業しています。

※1　午後5時まで開館（園）
※2　大呂自然休養村センター宿泊・管理棟は、建替工事に伴い12月１日から休館しています。新館オープンは平成28年春を予定しています。

○ 開館(営業)
ー 休館(休業) Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
＠

　

や
っ
て
ま
す
！

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
株
式
会
社
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ（
ラ
イ
ン
）を
使
い
、観
光
情
報
、イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
、市
の
情
報
を
楽
し
く
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

登
録
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
本
ア
プ
リ
使
用
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、本
市
は
一
切
の
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。　

問
合
＝
秘
書
課（
TEL 

24-

７
０
０
０
・
FAX  

24-

７
０
２
３
）
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無
料　

税
務
相
談

① 

時
＝
12
月
7
日（
月
）、平
成
28
年
1
月
18
日（
月
）、2
月
1
日（
月
）　

所
＝
三
和
支
所（
三
和
町
千
束
）

② 

時
＝
12
月
8
日（
火
）、平
成
28
年
1
月
12
日（
火
）、2
月
2
日（
火
）　

所
＝
夜
久
野
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ（
夜
久
野
町
下
町
）

③ 

時
＝
12
月
11
日（
金
）、平
成
28
年
1
月
14
日（
木
）、2
月
4
日（
木
）　

所
＝
大
江
町
総
合
会
館（
大
江
町
中
央
）

※
い
ず
れ
も
午
後
1
時
〜
4
時　

※
予
約
不
要

問
合
＝
近
畿
税
理
士
会
福
知
山
支
部

　
　
　
（
TEL 

23-

６
７
６
３)

平成27年度  市民アイデア買い取り事業 審査結果
　昨年に引き続き「市民アイデア買取り事業」によりまちづくり
についてのアイデア募集を実施したところ、合計124件の応募が
ありました。８月６日から10月７日にかけて実施した審査によ
り、下記のとおり買い取りアイデアを決定しました。

問合＝企画課（TEL24-7030・FAX23-6537）
【応募総数　124件】■優秀賞　6件　■買取対象（入選）14件

■優秀賞

「空家・空地の創造的活用」 アーティストなどの専門家に空家などを低料金で貸し出す。
また、農家の空き部屋を活用してファームステイを実施する。

「みんなでつくる　ふくちもん　
スイーツづくり」

行政と農家と市民の協働の取組みで、福知山の農産物を使って
オリジナルスイーツを創る。

「福知山宝もの紹介」
福知山の土産などの箱や包み紙に動画再生アプリマークを掲載
することで、受け取った人が福知山の名所・旧跡を見ることで、
観光に来るようになる。

「明智光秀の『愛妻家』の面を
生かした結婚式～福を知る街
でのウエディング～」

明智光秀の愛妻家エピソードをＰＲしている福知山市が「光秀
婚」として、市内のカップルを公募し、結婚式を行う。

「天下一鬼決定戦！
　　　SYUTENDOJI!」

スポーツ鬼ごっこの公式大会 (世界一決定戦 )を開催する。市民
へのスポーツ鬼ごっこの普及活動およびレクリエーションや交
流活動を行う。

「高校生議会」
高校生が参加し、運営する「高校生議会」を実施する。議会制
民主主義を学ぶとともに行政の課題を考えることにより、福知
山市を担う人材を育成する。

このまちで幸せを生きる市民がど真ん中のまちづくりのための基本的なルール
「（仮称）福知山市自治基本条例」の制定に向けて③

●自治基本条例とは・・・
　地方分権時代にふさわしい自律した自治体を
構築するために、まちづくりを支える市民、市
議会および市の役割と責務、まちづくりへの市
民の参画と協働の仕組み、市政運営のあり方な
どのまちづくりに関する基本的なルールを定め
たものです。本市におけるまちづくりの最高規
範と位置付けられます。

●条例案策定経過
　市民協働推進会議（市民委員20人、市民ファ
シリテーター４人、市職員８人で構成）が平成
23年度から３年に渡り、124回の議論を経て提
言書を作成されました。その提言内容のうちの
一つが条例素案として提示されました。

●条例案の構成（抜粋）
第１章＜総則＞条例の目的、定義、自治の原則
を定めています。
第２章＜市民＞自治の主体である市民の権利と
役割について定めています。
第５章＜情報共有＞自治の原則に示された情報
の共有の原則について定めています。
第７章＜参画及び協働＞まちづくりを担うそれ
ぞれの主体が、参画と協働を推進するための原
則規定を明記したほか、市民の意見等を市政に
反映させる具体的な参画、協働の制度、仕組み
を明記しています。
現在、パブリック・コメントを12月25日(金)
まで募集しています。
問合＝企画課（TEL24-7030・FAX23-6537）
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第
51
回 

福
知
山
市
展 

　
絵
画
、彫
刻
、工
芸
、写
真
、書
の
部
に
、福
知
山
を
は
じ
め
、丹
波
・
丹
後
・
但

馬
の
三
た
ん
地
方
な
ど
か
ら
５
６
８
点
の
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
会
場
に
は
入
賞
・
入
選
し
た
２
８
０
点
の
作
品
と
委
嘱
作
家
・
招
待
作
家
の
作

品
３２
点
を
展
示
し
、期
間
中
に
は
約
３
０
０
０
人
が
訪
れ
、芸
術
の
秋
を
楽
し
み

ま
し
た
。 

問
合
＝
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
　（
℡
２４
 ７
０
３
３
・
FAX 
２３
 ６
５
３
７
） 

北
近
畿
最
大
規
模
の
公
募
美
術
展
で
あ
る
「
第
５1
回
福
知
山
市
展
」
を 

１０
月
３０
日（
金
）か
ら
１１
月
３
日（
火
・
祝
）ま
で
、厚
生
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。 

芸
術
作
品
集
う
！ 

-
-

「秋を映して泳ぐ｣   

　　　　　　　　 因幡　澄子さん 

あき うつ およ 

い な ば　　すみ こ 

「月夜花下小｣  田中　和子さん 
げつ や　か　か しょう た なか　　かず こ 

「藍染縫い絞り振り袖梅花ちらし｣ 

　　　　　　　　  茂籠　和美さん 

あいぞめ ぬ　　 しぼ　　 ふ　　 そでばい か 

も　ろ　　 かず み 

「カパツパイツ・ギオギヤ｣  今田　眞美子さん 
いま だ 　　 ま　み　こ 

「待春｣  後藤　大郎さん 
たいしゅん ご とう　　だいろう 
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〝
め
ざ
せ「
救
命
の
絆
」世
界
一
の
ま
ち
〞

市
民
応
急
手
当
普
及
員
募
集
中
!!

開
催
日
程
＝
Ａ
コ
ー
ス　

平
成
28
年
1
月
30
日（
土
）、
2
月
6
日（
土
）、
13
日（
土
）　

Ｂ
コ
ー
ス　

平
成
28
年
1
月
31
日（
日
）、
2
月
7
日

（
日
）、14
日（
日
）　

合
計
24
時
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
、両
コ
ー
ス
と
も
、午
前
9
時
〜
午
後
5
時　

場
所
＝
防
災
セ
ン
タ
ー
２
階　

防
災
研

修
室（
東
羽
合
町
）　

募
集
期
間
＝
12
月
21
日（
月
）ま
で　

申
込
・
問
合
＝
消
防
署
警
防
課
救
急
係（
TEL 

23-

４
１
１
９
・
FAX 

22-

５
４
５
８
）

人 権シリーズ ネットでのグループいじめをなくすために
　2015 年の総務省の統計では、スマートフォ
ンの所有世帯は 60％を超えています。アプリ
と呼ばれるさまざまなサービスが活用でき、大
変便利なものとなっており、今後ますます利用
率は高まっていくと予想されます。
　通話だけでなく、文字でのメッセージのやり
とりがコミュニケーション手段として使われ、
便利な反面、「表情が見えない」「声のトーンが
わからない」「文字による情報量の不足」など
により、トラブルに巻き込まれる傾向がありま
す。
　グループでの情報通信をするアプリにおいて
は、若い世代のいじめが深刻化しています。メッ
セージを読んだ後にすぐ返信しないと「既読無
視」と言われたり、自分の送ったメッセージだ
けいつまでも読まれずに無視される「未読無視」
をされたりする「グループ外し」などのいじめ
が頻

ひん

発
ぱつ

しています。

　直接的な暴力や悪口などで傷つけられる被害
とは違い、周りから表面上はわからないことや、
直接的でないために安易に起こしやすい特徴が
あります。
　誹

ひ

謗
ぼう

・中傷の書き込みと同様、無視をする行
為も人権侵害にあたります。トラブルやいじめ
に巻き込まれた時は、学校や各相談窓口に対処
法のアドバイスを受けてください。
　情報通信の利用にあたっては、文章でやりと
りする特性を踏まえ、グループ仲間へ配慮し、
常識的なモラルを持って利用し、送るメッセー
ジは、誤解を招く表現でないか再度確認して送
りましょう。また、人と人とで直接コミュニケー
ションをとる手段を取り入れ、心豊かな触れ合
いを大切にしましょう。

問合＝生涯学習課（TEL24-7064・FAX24-4880）

防災行政ラジオは
正常に受信できていますか？
ラジオが正常に受信できているか、今一度確認を！
①スイッチを「防災」にしてください。
②電源が入っていることを確認してください。
　正常に電源が入っていれば、電源ランプが点灯します。
　※注意　電池だけで作動している場合は、数日で電池がなくなってし
まいます。必ずコンセントと電池の両方でご使用ください。

③アンテナをいっぱいに伸ばしてください。
④電波の受信しやすい窓側などに置いてください。
　インターネット設備・携帯電話・テレビ・冷蔵庫・電子レンジなど
電子機器の近くや、電源がたこ足配線になっている場合は受信しにく
くなります。

受信確認の方法
　毎日午後５時に季節のメロディーを試験放送で流しています。これま
で試験放送を聴かれたことがない人は、正常に電波を受信できていない
可能性があります。どうしても電波を受信できない場合は、アンテナが
必要となりますのでお問合せください。
問合＝危機管理室（TEL24-7503・FAX23-6537)

電源

同調

防災

人権と平和に関する標語

― 12月４日から10日までは人権週間です ―

話したら 心の雨も にじになる
（雀部小学校６年生）

絆には 人を支える 力あり
（夜久野学園７年生）

京都府人権啓発キャラクター
「じんくん」

みんな大切な
オンリーワン
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軽自動車などをお持ちの人へ 軽自動車税の税率変更について

平成28年度から地方税法改正に伴い、平成28年度から地方税法改正に伴い、
軽自動車税の税率が変わります。軽自動車税の税率が変わります。

問合＝税務課市民税係（TEL24-7024・FAX23-6537）

・原動機付自転車　・小型特殊自動車　・二輪の軽自動車　・二輪の小型自動車
登録されている車両すべてに平成28年度から新税率が適用されます。

車　両　区　分 総排気量 定格出力
税　　率　（年　額）

変更前 変更後
平成27年度まで 平成28年度から

原動機付自転車

　50cc以下 　0.6kw以下 1,000円 2,000円
50cc超

　90cc以下
0.6kw超

　0.8kw以下 1,200円 2,000円

90cc超
125cc以下

0.8kw超
　1.0kw以下 1,600円 2,400円

ミニカー（50cc以下） 2,500円 3,700円
軽　　二　　輪 125cc超　250cc以下 2,400円 3,600円
二輪の小型自動車 250cc超 4,000円 6,000円

小型特殊自動車
農耕用 1,600円 2,000円
その他 4,700円 5,900円

・軽三輪車、軽四輪以上の車両
平成27年４月１日以後に新規取得される新車より新税率が適用されます。
平成27年３月31日までに最初の新規検査をした軽自動車は現行税率での課税となります。

車　両　区　分

税　　率　（年　額）

平成27年３月31日
以前に最初の新規検
査をした車両

平成27年４月１日
以後に最初の新規検
査をした車両

※ 平成28年度～
最初の新規検査から
13年を経過した車両

※１
軽　　三　　輪 3,100円 3,900円 4,600円

軽四輪
乗　用

自家用 7,200円 10,800円 12,900円
営業用 5,500円 6,900円 8,200円

貨　物
自家用 4,000円 5,000円 6,000円
営業用 3,000円 3,800円 4,500円

※最初の新規検査（車検証の初度検査年月）から13年を経過した翌年度以降の軽四輪車等にかかる税率
は重課課税がされます。ただし、動力源又は内燃機関の燃料が電気・天然ガス・メタノール・混合メタノー
ル・ガソリン電力併用の軽自動車並びに被けん引車を除きます。

※１　平成28～ 30年度重課税の対象車両について
　　　平成28年度⇒平成14年12月31日以前に最初の新規検査をした車両
　　　平成29年度⇒平成16年３月31日以前に最初の新規検査をした車両
　　　平成30年度⇒平成17年３月31日以前に最初の新規検査をした車両



広報ふくちやま　H27（2015）.12.111

軽自動車税のグリーン化特例について軽自動車税のグリーン化特例について
　平成27年４月１日から平成28年３月31日までに初回車両番号指定を受けた一定の環境性能を有する
３輪以上の軽自動車について、28年度分の軽自動車税の税率が次のとおり軽減されます。（附則第16条）
＜乗用のもの＞

対象車 車両区分
税率（平成28年度課税分）
軽減前 軽減後

電気軽自動車、
  天然ガス軽自動車

３輪のもの 3,900円 1,000円

４輪以上のもの
自家用 10,800円 2,700円
営業用 6,900円 1,800円

平成32年度
燃費基準

  ＋20％達成車

３輪のもの 3,900円 2,000円

４輪以上のもの
自家用 10,800円 5,400円
営業用 6,900円 3,500円

平成32年度
燃費基準達成車

３輪のもの 3,900円 3,000円

４輪以上のもの
自家用 10,800円 8,100円
営業用 6,900円 5,200円

＜貨物用のもの＞

対象車 車両区分
税率（平成28年度課税分）
軽減前 軽減後

電気軽自動車、
  天然ガス軽自動車

３輪のもの 3,900円 1,000円

４輪以上のもの
自家用 5,000円 1,300円
営業用 3,800円 1,000円

平成27年度
燃費基準

  ＋35％達成車

３輪のもの 3,900円 2,000円

４輪以上のもの
自家用 5,000円 2,500円
営業用 3,800円 1,900円

平成27年度
燃費基準

  ＋15％達成車

３輪のもの 3,900円 3,000円

４輪以上のもの
自家用 5,000円 3,800円
営業用 3,800円 2,900円

※上記の特例については、ガソリン車・ハイブリッド車は、いずれも平成17年排出ガス基準75％低減達成
車に限る。

漏水や凍結にご注意ください！漏水や凍結にご注意ください！
　冬、気温がマイナス 4度以下になると、屋外にある散水用の蛇口や水道管がむき出しになってい
るところでは、水が凍って出なくなったり破裂したりする恐れがあります。
○水道管や蛇口に保温材を巻きましょう。布などを巻く場合は、濡れないように上からビニールなど
を巻いてください。

○水道管が凍ってしまったら、タオルをかぶせ、その上からゆっくりとぬるま湯をかけます。熱湯を
急にかけると、破裂することがあります。

○水道管が破裂してしまったら、メーターボックス内の止水栓を閉めて、最寄りの指定給水装置工事
事業者（上下水道部ホームページに掲載しています）へ修理をお申し込みください。

○不可抗力による地下漏水などは、上下水道料金の減免制度が適用になる場合があります。
　２カ月に一度、検針員が水道メーターの指針を確認します。メーターボックスの上には物を置かな
いよう、またメーターボックス内に泥などが入った場合は取りのぞいていただくようご協力くださ
い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　問合＝お客様サービス課（TEL22-6501・FAX22-6555）
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■市役所本庁（TEL22-6111・FAX23-6537）■三和支所（TEL58-3001・FAX58-3013）
■夜久野支所（TEL37-1101・FAX37-5002）■大江支所（TEL56-1101・FAX56-2018）
■消　防　署（TEL22-0119・FAX22-5458）■東 分 署（TEL27-0119）■北分署（TEL33-0119）

12月3日から9日は障害者週間です。
　障害者施策の基本的方向を定める「障害者基
本計画」においては、我が国が目指すべき社会
として、国民誰もが相互に人格と個性を尊重し
支え合う「共生社会」を掲げています。このよ
うな「共生社会」は、国民一人一人がそれぞれ
の役割と責任を自覚し、主体的に取り組むこと
によりはじめて実現できるものです。
　障害者基本法では、すべての障害のある人に
対し、「個人の尊厳が重んぜられ、その尊厳にふ
さわしい生活を保障される権利を有する」こと、

「社会を構成する一員として社会、経済、文化そ
の他あらゆる分野の活動に参加する機会が与え
られる」ことを宣言するとともに、「何人も、障
害を理由として、差別することその他の権利利
益を侵害する行為をしてはならない」ことを明
らかにしています。
　本市では、これらの趣旨にあわせ12月8日（火）
に街頭啓発活動を実施します。
問合＝社会福祉課
　　　（TEL24-7017・FAX22-9073）

　

現
在
、
す
べ
て
市
直
営
で
運
営
し
て
い

る
中
央
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
３

支
所
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
東
部･

西
部

･

北
部
）
を
、
平
成
28
年
１
月
か
ら
一
部

民
間
委
託
し
ま
す
。

　

６
つ
の
日
常
生
活
圏
域
に
１
カ
所
ず

つ
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
配
置
す

る
こ
と
で
、
よ
り
身
近
な
と
こ
ろ
で
相
談

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

【
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
内
容
】

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
ご
と
（
総
合
相
談
）

　

高
齢
者
の
介
護
や
生
活
に
関
す
る
心

配
ご
と
な
ど
、
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か

分
か
ら
な
い
と
お
困
り
の
場
合
は
、
ま
ず

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
や

調
整
、
制
度
の
利
用
に
つ
な
げ
る
な
ど
の

支
援
を
行
な
い
ま
す
。

権
利
擁
護
（
虐
待
の
防
止
・
早
期
発
見
）

　

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け

る
よ
う
、
虐
待
に
関
す
る
相
談
や
連
絡
・

通
報
、
認
知
症
な
ど
で
判
断
能
力
が
低
下

し
て
い
る
人
へ
の
成
年
後
見
制
度
な
ど

の
活
用
を
支
援
し
ま
す
。

介
護
予
防
事
業

　

高
齢
者
の
健
康
の
保
持
・
増
進
を
は
か
り
、

で
き
る
だ
け
要
介
護
状
態
と
な
ら
な
い
よ
う

に
、介
護
予
防
事
業
を
行
い
ま
す
。（
市
直
営
）

要
支
援
１・
２
と
認
定
さ
れ
た
人
へ
の
支
援

　

要
支
援
１
・
２
の
人
が
、
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
の
ケ
ア
プ

ラ
ン
を
作
成
し
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

高
齢
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
医
療
機
関
、
老
人

福
祉
施
設
な
ど
高
齢
者
に
か
か
わ
っ
て

い
る
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
高
齢
者
を

支
援
す
る
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
を
す
す
め
ま
す
。

【地域包括支援センターの担当圏域と設置場所】
形態 名　　称 担当圏域 設置場所

市 直 営
桃映・南陵
地域包括支援
センター

惇明・昭和
大正・庵我

内記 13- １
（市役所１階 高齢者福祉課）
TEL24-7073
FAX22-9073

民間委託

成和
地域包括支援
センター

上豊富
下豊富
下川口

榎原小字平 180- ２
（サンヒルズ紫豊館内）
TEL34-0559
FAX34-0404

日新
地域包括支援
センター

佐賀・雀部
遷喬・成仁

前田 1661-11
TEL45-3227
FAX45-3073

六人部・三和
地域包括支援
センター

上六人部
中六人部
下六人部
細見・川合
菟原

三和町千束 530
（三和町農業振興センター内）
TEL58-2120
FAX58-2330

市 直 営

川口・夜久野
地域包括支援
センター

三岳・上川口
金谷
上夜久野
中夜久野
下夜久野

夜久野町額田 19-2
（夜久野ふれあいプラザ内）
TEL37-1108
FAX37-5002

北陵・大江
地域包括支援
センター

雲原・金山
美河・美鈴
有仁

大江町河守 285
（大江支所内）
TEL56-1106
FAX56-2018

よ
り
身
近
な
存
在
に

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
変
わ
り
ま
す
！

成
年
後
見
に
関
す
る

専
門
職
相
談
会

相
談
無
料　

要
事
前
予
約　
　

時
＝
平
成
28
年
１
月
13
日（
水
）午
後
１
時
〜
３
時（
担
当
専
門
職
：
司
法
書
士
）

※
前
日
の
午
後
４
時
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。　

所
＝
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
ふ
く
ち
や
ま　

市
民
交
流
活
動
室
（
駅
前
町
）

問
合
＝
福
知
山
市
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
（
福
知
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
内　

TEL 

25-

３
２
１
１
・
FAX 

24-

５
２
８
２
）
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情報局
大
切
な
ま
ち
、

守
り
た
い
人
が
い
ま
す
。

消
防
団
員
募
集
！

　

地
域
で
発
生
す
る
火
災
や
水
害
、
地

震
な
ど
の
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る

た
め
に
は
「
消
防
団
」
の
〝
ち
か
ら
〞

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
年
々
消
防
団
員
の

数
が
減
少
し
て
い
る
今
、
改
め
て
地
域

防
災
の
要
と
な
る
消
防
団
活
動
に
、
参

加
・
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

消
防
団
の
活
動

　

消
防
団
員
は
、
日
ご
ろ
職
業
を
持
ち

な
が
ら
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
集
結
し

て
、住
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
り
ま
す
。

災
害
時
に
は

　

火
災
や
台
風
、
地
震
な
ど
の
災
害
時

に
出
動
し
て
、
消
火
活
動
や
人
命
救
助

な
ど
の
消
防
業
務
に
携
わ
り
ま
す
。

普
段
の
活
動

　

災
害
に
備
え
て
の
訓
練
や
消
防
自
動

車
等
の
点
検
整
備
の
ほ
か
、
住
民
の
皆

さ
ん
に
防
火
防
災
指
導
や
訓
練
指
導
を

行
い
ま
す
。

女
性
団
員
も
活
躍
し
て
い
ま
す

　

規
律
正
し
く
威

風
堂
々
と
し
た
フ

ラ
ッ
グ
演
技
で
消

防
活
動
を
Ｐ
Ｒ
す
る
「
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド

隊
」
と
、
火
災
予
防
啓
発
活
動
を
主
と

す
る
「
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ガ
ー
ド
隊
」
か
ら

な
る
『
ふ
く
ち
や
ま
フ
ァ
イ
ヤ
ー
エ
ン

ジ
ェ
ル
ス
』
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
分
団
に
所
属
す
る
女
性
消
防

団
員
も
お
り
、
他
の
団
員
と
と
も
に
地

域
の
安
心
安
全
の
た
め
に
活
躍
し
て
い

ま
す
。

消
防
団
員
の
身
分

　

消
防
団
は
、
消
防
組
織
法
お
よ
び
本

市
条
例
に
よ
り
設
置
し
て
お
り
、
団
員

は
特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
す
。

▽
団
員
に
は
、
活
動
に
必
要
な
活
動
服

な
ど
を
支
給
し
ま
す
。

▽
年
報
酬
と
出
動
手
当
て
を
支
給
し
ま

す
。
ま
た
、
５
年
以
上
活
動
し
た
場
合

は
、
退
職
報
償
金
を
支
給
し
ま
す
。

▽
活
動
中
に
負
傷
な
ど
を
し
た
場
合

は
、
条
例
に
よ
り
補
償
し
ま
す
。

入
団
資
格

　

市
内
に
居
住
、
在
学
ま
た
は
勤
務
さ

れ
て
い
る
18
歳
以
上
の
人
（
高
校
生
は

除
く
）

入
団
手
続
き

　

地
域
の
消
防
団
員
ま
た
は
消
防
本
部

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
＝
消
防
本
部
総
務
課

(

TEL 

24-

０
１
１
９
・
FAX 

22-

５
４
５
８
）

消防出初式　
時＝平成28年1月10日（日） 
　　午前8時30分～ 11時20分頃まで
所＝厚生会館・御霊公園・広小路通り・
　　音無瀬橋上流左岸
※駐車場は猪崎由良川右岸河川敷運動場駐車場
をご利用ください。会場までシャトルバスを運
行します。（午前10時まで）

内容＝消防出初式典・車両展示、各種防災展示・幼
年消防クラブ防火防災パレード・分列行
進・一斉放水

※分列行進に伴い、上記の区間が「全面通行止め」
となります。ご協力をお願いします。
問合＝消防本部（TEL24-0119・FAX22-5458）

医師の健康教室
（全5回シリーズの第５回目）
参加費無料　申込不要
時＝12月16日（水）午後１時30分～３時
　　　　　（受付時間：午後１時～１時30分）
所＝中央保健福祉センター（内記三丁目）
講演テーマ「難聴について」
講師＝福知山医師会　横

よこ

山
やま

　尚
なお

樹
き

さん　
その他＝健康手帳・健康活動ポイントカードをお

持ちの人は持参してください。
保育ルームを開設します。ご希望の人は事前にお
申し込みください。
問合＝中央保健福祉センター
　　　（TEL23-2788・FAX23-5998）一斉

放
水
見
学
場
所

音無瀬橋

由　

良　

川

堤　
　

防

新
町
通
り

●
商工会議所商工会議所

●
ポッポランドポッポランド
2号館2号館

規制区間規制区間

●
商工会議所

●
ポッポランド
2号館

広小路通り

厚生会館

御霊公園

通行止め時間:午前１０時２０分～１１時１０分

規制区間
一斉放水実施場所

春
の
七
草
を

　

味
わ
う
会

三
段
池
公
園
の
周
辺
で
摘
ん
だ
春
の
七
草
と
古
代
米（
赤
米
・
黒
米
）を
炊
い
た
七
草
が
ゆ
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。　

時
＝
平
成
28
年
１
月
９
日（
土
）
午
前
10
時
30
分

〜
正
午　

所
＝
都
市
緑
化
協
会
植
物
園（
三
段
池
公
園
内　

猪
崎
）　

参
加
料
＝
１
０
０
円（
七
草
か
ゆ
代
）　

申
込
・
問
合
＝
平
成
28
年
１
月
７
日（
木
）
ま
で
に
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
都
市
緑
化
植
物
園
（
TEL 

22-

６
６
１
７
・
FAX 

22-

６
６
２
９
）
ま
で　

※
12
月
28
日
（
月
）〜
平
成
28
年
１
月
１
日（
金
）、
６
日（
水
）
は
休
園
し
ま
す
。

お仕事・人材のご紹介 ～人と企業をつなぐお手伝い～
「適材適所」をモットーに最適なサービスをご提供しています！

TEL0773-43-0055  FAX0773-43-0056
綾部市渕垣町古川21-1株式会社  TAMA（タマ）

正社員採用も積極的にバックアップ
お気軽にお問い合わせください

HP http://tamaweb.co.jp   mail info@tamaweb.co.jp
労働者派遣業  厚生労働大臣許可  般26-300313  有料職業紹介業  厚生労働大臣許可  26-ユ-300233

対応職種：事務・営業・販売・検査・検品
　　　　　工場内作業・組立・軽作業等
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■市役所本庁（TEL22-6111・FAX23-6537）■三和支所（TEL58-3001・FAX58-3013）
■夜久野支所（TEL37-1101・FAX37-5002）■大江支所（TEL56-1101・FAX56-2018）
■消　防　署（TEL22-0119・FAX22-5458）■東 分 署（TEL27-0119）■北分署（TEL33-0119）

お知らせ

平成28年福知山市成人式
　本市では、おとなになったことを自覚し、夢と
希望を持って自ら生き抜こうとする青年を祝い
はげますことを目的に「福知山市成人式」を開催
します。

時＝平成28年1月10日（日）
　　受付：午後1時30分～
　　式典：午後2時開式（約１時間）
所＝三段池公園総合体育館（猪崎）
対象＝平成7年4月2日から平成8年4月1日までの
間に生まれた人
※住民票の有無に関係なく、年齢が該当すればど
なたでも参加できます。

※観覧席(上履き必要)を2階席に設けますので、ご
家族・お知り合いの人もご参加いただけます。

問合＝生涯学習課（TEL22-9552・FAX24-4880）

男性の健康づくり教室～すこやかな未来
をサポートします～　受講者募集 !!
参加費無料
　今のままで大丈夫？ちょっと考えてみません
か？健やかな老年期を迎えるために、自分で健康
管理ができるようになりましょう!!　
時＝平成28年1月20日（水）、27日（水）、
　　2月3日（水）、17日（水）、24日（水）
　　いずれも午後1時30分～４時
　　（受付：午後１時～）
所＝夜久野ふれあいプラザ（夜久野町額田）
対象＝市民（40歳～ 75歳未満の男性）（原則、5
回参加可能な人）
内容＝①『確かめよう まずは自分の体を知ろう！』
           （体力・健康度チェック）
②『ライフスタイルにあった運動のすすめ』
　（講義・運動実技）
③『筋力アップで、健康づくりに効果のある運動』
　（講義・運動実技）
④『あなたの食生活を再確認してみましょう！』
　（講義・試食）
⑤『バランスのよい食事を考え・作ろう！』
　（調理実習・グループワーク）　
定員＝20人（先着順）
申込・問合＝電話・ファクスまたは、直接、西部保
健福祉センター（TEL37-1234・FAX37-5002）まで

この広ーいおでこは、おじいちゃ
んゆずりです。最近寝返りをマス
ターしました！　I   LOVE   福
知山です。

奥
おく

村
むら

　篤
あた か

充ちゃん（５カ月）
土師新町東

わが家わが家ののアイドルアイドル 掲載の申し込みは秘書課広報係
（TEL24-7000・FAX24-7023）まで

面倒見のいいかのんちゃん。食
いしん坊のここねちゃん。２人
の笑顔にいつもありがとう。

足
あ

立
だち

　奏
か

乃
の

音
ん
ちゃん（５歳）

　琴
こ

々
こ

音
ね
ちゃん（１歳）

土師新町南 ３年前のクリスマスに我家にビッグ
プレゼントが届きました。これか
らは、私たちがサンタさんになる
からね♪メリークリスマス !!

島
しま

　輝
あきら
ちゃん（2歳）
長田段

※12月1日号の発行日（12月3日）時点の年齢です。

「
２
０
１
５
さ
よ
な
ら
演
奏
会
」

入
場
無
料

時
＝
12
月
23
日（
水
・
祝
）  

開
場
：
午
後
５
時　

開
演
：
午
後
６
時　

所
＝
厚
生
会
館（
中
ノ
） 

出
演
団
体
＝
福
知
山
市
管
弦
楽
団
、陸
上
自
衛
隊
福
知
山
駐

屯
地（
音
楽
小
隊
、酒
呑
太
鼓
部
、エ
イ
サ
ー
隊
、ラ
ッ
パ
隊
）、市
内
高
校
吹
奏
楽
部
、福
知
山
市
合
唱
連
盟
な
ど
※
今
年
は
中
部
方
面
音
楽
隊
か
ら「
陸
自

の
歌
姫
」鶫つ

ぐ
み

真ま

衣い

の
参
加
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

問
合
＝
福
知
山
駐
屯
地
広
報
室（
TEL 

22-

４
１
４
１
・
FAX 

22-

９
５
４
９
）
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情報局
福
知
山
市
防
災
セ
ン
タ
ー
で
防
災
体
験
を
！

一
人
で
も
、
家
族
で
も
、
自
治
会
、
団
体
、
い
つ
で
も
誰
で
も
お
気
軽
に

体
験
無
料 

開
館
時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
防
災
研
修
室
は
午
後
９
時
ま
で
利
用
可
能
）
火
曜
日
休

館（
祝
日
は
開
館
し
翌
日
休
館
）
※
10
人
以
上
は
事
前
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
問
い
合
わ
せ

＝
消
防
署
予
防
課（
TEL 

23-

５
１
１
９
・
FAX 
22-
５
４
５
８
・
東
羽
合
町
46
番
地
１　

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
１
階
） 

福祉・介護ロゴマークが決まりました！
　9月1日から30日まで募集を行っ
た「福知山市の福祉・介護ロゴマーク」
に 130 人から合計 154 作品を応募
いただきました。
　これらの全作品を市役所で掲示し、
来庁者に気に入った作品に投票をい
ただいた結果、最も多くの票を集め
た作品を最優秀賞として決定しまし
た。またあわせて、審査員特別賞も
選考しました。
　これらの作品については今後、福
祉・介護の PRや啓発に活用してい
く予定です。

問合＝高齢者福祉課介護福祉係
　　　（TEL 24-7013・FAX 22-9073）

<最優秀賞作品>

工
く

藤
どう

和
かず

久
ひさ

さん
（青森県） 
福知山踊りの踊り子を
モチーフとして親しみ
やすい図柄となってい
ます。

<審査員特別賞>

井
い

口
ぐち

やすひささん
（群馬県）
福知山の「ふ」の
字を柔らかいタッ
チで巧みに表現し
ています。

道路の不法占用は危険です！！
　道路は車や歩行者が通行するためのものです。車道や歩道に不法占用されたものがある
と、通行の妨げになるだけでなく、交通事故の原因になることもあり大変危険です。また
事故の原因となった場合、設置者に責任が問われる場合があります。不法占用物件は撤去し、
安全で快適な交通の実現にご協力をお願いします。
■立看板・のぼり旗・植木鉢・商品など
　車道や歩道上（植樹帯含む）に立看板などを設
置することは許可されていません。安全な通行の
妨げになるほか、景観上も好ましくありません。
看板などは撤去し、道路外への移動をお願いしま
す。
■放置自転車など
　道路上に放置されている自転車などについて
も、通行の妨げとなります。放置自転車などにつ
いては「福知山市自転車等の放置防止に関する条
例」に基づき、警告札の取付けの後、一定期間経
過しても移動がなされない場合、撤去しています
が、駅周辺の自転車等放置禁止区域においては予
告なく強制撤去することがあります。自転車等放
置禁止区域については市ホームページをご覧くだ
さい。
問合＝土木課管理係（TEL24-7054・FAX23-6537）

■乗り入れブロック・鉄板など
　歩道と車道の段差解消用の乗り入れブロックな
ども不法占用になります。歩行者や自転車、バイ
クなどの転倒の原因にもなるほか、雨水排水を妨
げ道路の冠水を引き起こすこともあります。
　車道から駐車場などへの乗り入れが必要な場
合、道路法第24条に基づく申請をいただき、自
費にて歩道の切り下げ工事を行うことができま
すので、土木課土木第一係（TEL24-7059・FAX23-
6537）までお問い合わせください。

工事前 工事後
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は
、国
民
健
康
保
険
料
・
介
護
保
険
料（
第
７
期
分
）、後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
第
６
期
分
）、固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税（
い
ず
れ
も
第
４
期
分
）の
納
期
限
日
で
す
。（
い
ず
れ
も

普
通
徴
収
分
）■
保
険
課
国
保
料
係（
TEL 

24-

７
０
１
９
）　

■
高
齢
者
福
祉
課
介
護
福
祉
係（
TEL 

24-

７
０
１
３
）　

■
保
険
課
高
齢
者
医
療
係（
TEL 

24-

７
０
１
８
）　

■
税
務
課
資
産
税
係（
TEL 

24-

７
０
２
５
）　

■
代
表
FAX 

23-

６
５
３
７

12
月
28
日（
月
）

年末特別警戒実施中　～安心で安全な年末を～
　

年
末
年
始
の
準
備
に
追
わ
れ
る
こ
の
時
期

は
、
日
々
の
忙
し
さ
か
ら
、
防
犯
に
対
す
る

意
識
が
薄
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
年

末
に
は
現
金
を
扱
う
機
会
や
外
出
す
る
機
会

が
多
く
な
り
、
こ
れ
に
付
け
込
ん
で
、
忍
び

込
み
や
車
上
ね
ら
い
な
ど
の
犯
罪
の
発
生
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
「
自
分
は
大
丈
夫
」
と
油
断
せ
ず
、「
自
分

も
狙
わ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
の
意

識
を
持
っ
て
生
活
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

忍
び
込
み
に
遭あ

わ
な
い
た
め
に

○
寝
る
前
に
は
、
確
実
に
戸
締
り
を
し
ま
し
ょ

う
。

○
風
呂
場
や
ト
イ
レ
な
ど
の
小
窓
や
二
階
の

窓
も
施
錠
し
ま
し
ょ
う
。

○
ゴ
ミ
出
し
な
ど
の
短
い
時
間
の
外
出
で
も
、

出
入
口
に
は
必
ず

を
か
け
ま
し
ょ
う
。

○
不
審
な
車
や
不
審
者
を
見
か
け
た
ら
、
す

ぐ
に
警
察
に
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

車
上
ね
ら
い
に
遭
わ
な
い
た
め
に

○
短
い
時
間
で
も
自
動
車
か
ら
離
れ
る
と
き

は
、
必
ず

を
か
け
ま
し
ょ
う
。

○
現
金
、
貴
重
品
、
か
ば
ん
な
ど
車
内
に
置

い
た
ま
ま
に
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
窓
ガ
ラ
ス
の
破
壊
や
衝
撃
、
不
正
な
ド
ア

の
開
閉
に
反
応
す
る
警
報
ブ
ザ
ー
を
設
置

し
ま
し
ょ
う
。

特
殊
詐
欺
に
遭
わ
な
い
た
め
に

○
宅
配
便
や
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
で
現
金
を
送
れ

と
言
わ
れ
た
ら
、
詐
欺
を
疑
い
ま
し
ょ
う
。

○
子
ど
も
や
孫
か
ら
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た

と
電
話
が
あ
れ
ば
、
ま
ず
は
変
更
前
の
番

号
に
電
話
を
し
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○
一
人
で
考
え
ず
、
必
ず
家
族
や
友
人
な
ど

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

○
日
頃
か
ら
家
族
み
ん
な
で
対
策
を
考
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　

一
人
ひ
と
り
の
注
意
と
心
が
け
で
、
被
害

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
頃
か
ら
防
犯

に
対
す
る
意
識
を
持
ち
、
で
き
る
と
こ
ろ
か

ら
防
犯
対
策
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

問
合
＝
生
活
交
通
課

（
TEL 

24
‐
７
０
２
０
・
FAX 
23
‐
６
５
３
７
）

福
知
山
警
察
署
（
TEL 

22
‐
０
１
１
０
）

年末の交通事故防止府民運動 12月11日（金）～ 31日（木）

京都府警察の
シンボルマスコット
「ポリスまろん」

　年末特有の慌ただしさや飲酒の機会の増加、さ
らには積雪・凍結による道路環境の悪化などによ
る重大事故が懸念されることから、市民一人ひと
りが交通安全について考え、交通ルールの遵

じゅん

守
しゅ

と
正しい交通マナーの向上に取り組むことで、交通
事故防止の徹底を図ります。

【スローガン】
　「ゆずりあい　心もあったか　京の暮れ」

【重点項目】
・子どもと高齢者の交通事故防止
・自転車の安全な利用の促進
・飲酒運転の根絶
・夜間の歩行中の交通事故防止
　（反射材用品などの着用促進）

問合＝福知山市交通対策協議会事務局
　　　（生活交通課交通対策係
　　　　　　　　　　TEL24-7084・FAX23-6537）

年末の交通事故防止市民大会
時＝12月8日（火）午後1時30分～
　　※運動期間に先がけて実施します
所＝ハピネスふくちやま市民ホール（内記三丁目）
内容＝・表彰、表彰伝達式
　 　 ・大会宣言
　 　 ・講演
　　　講師＝京都交通事故被害者の会
　　　　　　古都の翼　中

なか

江
え

　龍
りゅう

生
き

さん
　　　内容＝平成24年に亀岡市で発生した通学　
　　　　　　中の児童ら死傷事故の被害者遺族
　　　　　　の講演です。
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カ
ン
ち
ゃ
ん　

な
ぁ
な
ぁ
。
環
境
パ
ー
ク
っ
て
ご
み
の
持
込
み
が
で
き
る

み
た
い
な
ん
や
け
ど
、
い
つ
開
い
と
ん
や
？

ビ
ン
ち
ゃ
ん　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
30

分
ま
で
や
で
。
指
定
ご
み
袋
に
入
れ
ん
と
、
透
明
の
袋
と
か
で
中
が
確
認
で
き
た
ら
処
分
で
き

る
ん
や
。
ご
み
の
重
さ
で
処
分
料
が
い
る
ん
や
け
ど
、
20
㌔
ご
と
に
２
０
０
円
が
必
要
に
な
る

ん
や
で
。
た
だ
し
、
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
の
１
時
間
は
、
機
械
が
停
止
し
た
り
作
業
し
て

る
人
が
休
憩
す
る
か
ら
持
込
み
は
で
け
へ
ん
の
や
！

カ
ン
ち
ゃ
ん　

そ
う
な
ん
や
！
で
も
、
祝
日
と
か
は
ど
う
な
る
ん
や
？

ビ
ン
ち
ゃ
ん　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
祝
日
は
開
場
し
と
る
し
、
さ
っ
き
言
っ
た
時
間
帯
で
持

込
み
す
る
こ
と
が
で
き
る
ん
や
。

カ
ン
ち
ゃ
ん　

祝
日
で
も
環
境
パ
ー
ク
は
開
い
て
る
ん
や
！
ほ
な
、
地
域
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
で
の
ご
み
収
集
は
ど
う
な
る
ん
や
？

ビ
ン
ち
ゃ
ん　

平
日
の
祝
日
も
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ご
み
は
い
つ
も
ど
お
り
収
集
し
て
る

ん
や
で
。
各
家
庭
に
配
布
さ
れ
て
る
「
家
庭
ご
み
の
正
し
い
分
け
方
・
出
し
方
」
っ
て
い
う
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
裏
に
、
地
域
ご
と
の
出
す
日
が
書
い
て
あ
る
か
ら
参
考
に
し
て
ほ
し
い
ん
や
。

カ
ン
ち
ゃ
ん　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
こ
と
は
分
か
っ
た
ん
や
け
ど
、
そ
れ
以
外
の
日
は
ど
う

な
ん
や
？

ビ
ン
ち
ゃ
ん　

土
曜
日
は
完
全
に
休
み
な
ん
や
け
ど
、
毎
月
１
回
目
と
３
回
目
の
日
曜
日
は
、

午
前
８
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で
開
場
し
て
る
か
ら
持
込
み
が
で
き
る
ん
や
で
。
12
月
や
っ
た
ら

１
回
目
が
６
日
、
３
回
目
が
20
日
に
な
る
っ
て
こ
と
や
。
あ
と
、
12
月
っ
て
28
日
ま
で
は
家
庭

ご
み
は
収
集
し
と
る
け
ど
、
29
日
か
ら
は
収
集
は
休
み
に
な
る
ん
や
。
で
も
、
29
日
と
30
日
は

特
別
に
年
末
開
場
し
て
る
か
ら
、
ご
み
の
持
込
み
は
で
き
る
ん
や
で
。

カ
ン
ち
ゃ
ん　

年
末
開
場
っ
て
？
普
段
と
違
う
こ
と
っ
て
あ
る
ん
か
？

ビ
ン
ち
ゃ
ん　

年
末
は
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
30
分
ま
で
昼
休
み
な
し
で
の
開
場
に

な
る
ん
や
け
ど
、普
段
よ
り
１
時
間
早
く
閉
ま
る
さ
か
い
注
意
し
て
な
。
あ
と
、毎
年
環
境
パ
ー

ク
へ
の
ご
み
の
持
込
み
が
多
く
て
、い
つ
も
長
い
車
の
列
が
で
き
て
し
ま
う
ん
や
。
そ
や
か
ら
、

家
庭
ご
み
に
つ
い
て
は
、
指
定
ご
み
袋
に
入
れ
て
環
境
パ
ー
ク
の
手
前
に
あ
る
家
畜
市
場
へ

持
っ
て
来
て
も
ら
っ
て
ご
み
の
受
入
れ
を
し
て
る
ん
や
。
そ
や
け
ど
、
指
定
ご
み
袋
に
入
ら
な

い
ソ
フ
ァ
ー
と
か
の
粗
大
ご
み
は
環
境
パ
ー
ク
に
持
込
む
こ
と
に
な
る
ん
や
。
年
末
は
混
雑
が

予
想
さ
れ
る
の
で
、持
込
む
な
ら
早
め
に
来
て
も
ら
う
よ
う
お
願
い
す
る
わ
。
詳
し
い
内
容
は
、

年
末
年
始
の
休
み
も
含
め
て
各
家
庭
に
お
知
ら
せ
が
配
布
さ
れ
る
か
ら
確
認
し
て
な
。

カ
ン
ち
ゃ
ん　

環
境
パ
ー
ク
へ
の
持
込
み
や
ご
み
の
収
集
、
祝
日
や
年
末
な
ど
の
こ
と
が
よ
く

分
か
っ
た
わ
。
了
解
！ 【

環
境
パ
ー
ク
へ
の
ご
み
の
持
込
み
や
収
集
は
？
】
の
巻

市
政
だ
よ
り
Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都　

毎
週
火
曜
日　

午
後
６
時
55
分
〜
６
時
58
分　

Ｆ
Ｍ
丹
波　

月
〜
金
曜
日　

午
前
８
時
〜
８
時
５
分
、
午
後
５
時
20
分
〜
５
時
25
分

54545454

　長者森古墳は、夜久野高原の東南端、旧育英小学校の敷地内にあります。南に望む牧川は、上夜久野で
流れを左へ旋回し、東流して福知山市牧で由良川へ合流します。
　牧川流域には縄文時代以降の各時代の遺跡が点在していますが、古墳時代に限れば、横穴式石室を主
体部とする後期群集墳が卓越しています。これらの古墳は、牧川上流部上夜久野盆地周辺と下流部福知
山市牧周辺の二カ所に集中しており、上夜久野盆地周辺の諸古墳についていえば、ほとんどが近辺で産
出される玄武岩を用いた横穴式石室を主体部としています。これら群集墳の中にあって、当地方最大規
模の横穴式石室を備えていることから、盟主墳的存在だとみられているのが長者森古墳です。
　この古墳は、もとは2基の円墳で一つの群を成していたようです。現在、旧育英小学校グラウンドに墳
丘が確認できるものが2号墳で、1号墳は2号墳のそばにありましたが、校舎建設時に破壊され、現存し
ません。京都府指定史跡となっているのは2号墳となります。
　墳丘は円墳で、現況は径23ｍ、高さ4.7ｍ、墳頂部平坦面径5.4ｍあります。『上夜久野村史』の記述に
よれば、長者森古墳はグラウンド内に保存されるとき若干の改変を受けています。
　主体部は、東南東に開口する両袖式横穴式石室で、全長12.2ｍ、玄

げん

室
しつ

長5.5ｍ、同幅2.3ｍ、同高2.6ｍ、
羨
せん

道
どう

長6.7ｍ、玄
げん

門
もん

幅1.1ｍあります。石室床面には土砂が積もっているため、本来の幅、高さは計測値よ
りいくぶん大きくなる可能性があります。玄室の石材のうち、長軸1ｍ前
後の大型のものが1段目(基底石)と6、7段目に一列に配されています。
壁面傾斜角は、奥壁が水平に対して約87度になりますが、両側壁は平均
約80度の傾斜角を持ち、4、5段目から傾斜角が急になっています。比較
的小ぶりの玄武岩を中心に使用し、玄室床面を最大限確保しようとした
巧みな工夫が覗えます。築造年代については、上記に述べた石室形態な
どから6世紀後半代と推定されます。
■生涯学習課文化財保護係（TEL24-7065・FAX25-3080）

シリーズ 54

長
ちょう

者
じゃがもり

森古
こ

墳
ふん

　一基 [ 府指定　史跡 ] 福知山市夜久野町高内

福知山の文化財　－未来への遺産－福知山の文化財　－未来への遺産－福知山の文化財　－未来への遺産－福知山の文化財　－未来への遺産－

「長者森古墳」
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：けんこウサギちゃん、食中毒って暑い時期だけ気をつければいいんだよね？
：ちがうよ～！原因の半分以上を占める「ノロウィルス」は、一年を通して発生し、とくに11月～ 2月の冬
の時期に流行するんだよ。

：え～！！そうなんだ...今回は「ノロウィルス」について、詳しく教えて～！

一年を通して発生し、とくに冬の時期に流行します。吐き気、おう吐、下痢、発熱などの症状を伴います。
感染力が強く、食物だけでなく、おう吐物などから感染することもあります。
おもな感染源は、ノロウィルスに汚染された二枚貝です。十分な加熱をしましょう。

けんこウサギちゃん　 と1000歩くんのいきいき健康トーキング

健康増進計画  知っ得シリーズ Part 49

ノロウィルスって？

感染力が強い
便や、おう吐物とし
て排出された後も、
感染力はなかなか
衰えません。

症状があらわれない
こともある

かぜのような症状
と似ているので、気
づかず他人にうつ
す危険があります。

特効薬や
ワクチンはない
今のところ薬はな
く、水分補給で脱水
症状を防ぐなどしか
ありません。

乳幼児や高齢者は
要注意

通常は2日程度で症
状は治まりますが、
体力が弱い人たち
は注意が必要です。

感染ルートは３つ
①食べ物→人
②人→食べ物→人
③人→人

エタノールや
逆性石けんに強い
ノロウィルスの殺菌
には、加熱と次亜塩
素酸ナトリウムが有
効です。

手洗いの習慣で、食中毒・感染症を防ごう！

調理器具や容器、食器にも注意！

感染が疑われるときは、
こんなことに注意！ノロウィルスは、感染力が非常に強いため、手洗いでスッキリ洗い

流すことが大切です。正しい手順を覚えて実践しましょう！

衛生的な調理器具の利用が大切です！

手をぬらし
石鹸を泡立てる

十分な水
量で洗う

スポンジに中性
洗剤をつけ洗う

十分な水量
で洗い流す

乾燥後、
保管

85℃以上の熱湯
で一分以上加熱

次亜塩素酸ナトリウム
につけ置き洗い

指先、爪も
よく洗う

手のひらと
甲を洗う

手首まで
しっかり洗う

指の間、
付け根を洗う

流水でよく
すすぐ

指もしっかり
洗う

ペーパータオルか
乾燥機で乾かす

①

⑤

②

⑥

③

⑦

④

⑧

脱水症状を防ぐため、おう吐が続い
ても、こまめな水分補給を。
スポーツドリンクなどの経口補水液
がよい。

おう吐物や排泄物がついた物は、
流水でしっかり洗い流し、消毒
や加熱殺菌をして、他の洗濯物
とは分けて最後に洗いましょう。

細菌や毒素が腸内にとどまり、
悪化する危険があるので、強い
下痢止め薬は飲まない。
（整腸剤は飲んでよい）　×下痢止め ○整腸剤

健康増進計画について詳しく知
りたい人は市ホームページで確認
できます。電話・ファクスでのお
問い合わせは健康推進室（TEL23-
2788・FAX23-5998）まで。

けんこウサギちゃんのおうち♥

18
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大きなダイコンを収穫！
11月18日（水）

大江分院まつりを初開催！
11月21日（土）

修斉小学校の1年生62人が、食育の日（毎月19日）の取り組みの
一つとして、地域の畑で給食用のダイコンの収穫体験を行いま
した。農家の人から引き抜くコツを教えてもらい、「こっちの方
が大きい！」と興奮しながら1人2本ずつ収穫。初めてダイコン
を収穫した大

おお

野
の

日
ひ

向
な

花
か

さんは、「重たかったけれど、楽しかった
です」と笑顔で話してくれました。

「次代を担う高校生の活動にエールを」をテーマに、厚生会館で
市民憲章推進大会が行われました。平成26年度「ふくちやま四
季の写真」コンテストの入賞者表彰のほか、府立工業高校のマ
ンボウ・ジャズ・バンドや福知山淑徳高校の淑徳和太鼓の演奏、
TANTAN見本市を開催した大江高校の活動発表などがあり、
高校生たちが日頃の成果を思う存分、発揮しました。

地域医療や健康づくりをテーマにした大江分院まつりが初めて
開催されました。会場の大江町総合会館には、白衣体験や福祉相
談、禁煙相談などのコーナーのほか、ヨーヨーつりや介護用品の
展示などもあり、多くの人でにぎわいました。また、認知症につ
いての講演やロコモティブシンドローム予防のための体操教室
があり、参加者らが医療について楽しく学びました。

まちかどウォッチング

みんなで漆を植えよう！
11月14日（土）・15日（日）

NPO法人丹波漆が主催する「うえるかむまつり2015」が行われ、全国各地の大学から工芸を専攻している大学生や漆関係者が夜久野
に集まりました。15日には、約70人が参加して梅谷の植栽地で漆苗の植樹を実施。「根は日の当たる方向に」「まわりの草はきれいに
取って」とアドバイスを受けながら、59本の苗を植えました。また、14日には、NPOの職人が塗りを担当した漆塗りの高速バスの一
般公開が行われました。見学に訪れていた足

あ

立
だち

竹
たけ

夫
お

さんは、「このバスに乗って東京まで行ってみたいですね」と話してくれました。

「共「共に幸せを生きる」に幸せを生きる」
市民憲章推進大会！市民憲章推進大会！ 11月14日（土）11月14日（土）
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「
マ
ジ
ッ
ク
は
不
器
用
だ
か
ら
で
き
な
い
、

器
用
だ
か
ら
で
き
る
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
根
気
よ
く
毎
日
練
習
す
れ
ば
、
誰
で
も

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
」
と
話
す
越
後
さ
ん

が
、
マ
ジ
ッ
ク
と
本
格
的
に
触
れ
合
っ
た
の
は

約
40
年
前
。
プ
ロ
の
マ
ジ
シ
ャ
ン
の
シ
ョ
ー
を

見
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
市
内
の
マ
ジ
ッ
ク

教
室
に
通
い
始
め
た
。
教
室
は
主
催
者
の
都
合

に
よ
り
１
年
間
で
終
了
し
た
が
、
講
師
と
し
て

来
て
い
た
京
都
市
内
に
住
む
プ
ロ
の
店
ま
で
行

き
、
マ
ジ
ッ
ク
を
教
え
て
も
ら
う
よ
う
に
。
ま

た
、「
手
品
の
『
ネ
タ
』
を
購
入
し
、
独
学
で

練
習
し
て
自
分
な
り
に
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
て
い

き
ま
し
た
」
と
話
す
。

お
客
さ
ん
と
の
対
話
を
大
切
に

　

人
前
で
マ
ジ
ッ
ク
を
披
露
す
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
約
25
年
前
。
知
り
合
い
か
ら
シ
ョ
ー
を

し
て
く
れ
な
い
か
と
誘
い
が
あ
り
、
そ
の
後
、

口
コ
ミ
な
ど
で
評
判
が
広
が
っ
て
、
保
育
園
や

自
治
会
の
子
ど
も
会
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
か

ら
も
出
演
の
依
頼
が
舞
い
込
む
よ
う
に
な
っ

た
。「
マ
ジ
ッ
ク
を
披
露
し
、
喜
ん
で
も
ら
え

た
ら
満
足
」
と
越
後
さ
ん
。
ト
ー
ク
も
交
え
つ

つ
マ
ジ
ッ
ク
を
行
い
、
お
客
さ
ん
と
の
対
話
を

大
切
に
し
て
い
る
。

　

越
後
さ
ん
が
得
意
と
す
る
の
は
、
シ
ル
ク
や

コ
イ
ン
、
花
、
火
、
水
な
ど
を
使
っ
た
「
ス
テ
ー

ジ
マ
ジ
ッ
ク
」。
お
客
さ
ん
か
ら
「
お
も
し
ろ

か
っ
た
！
」「
な
ん
で
!?
」「
タ
ネ
を
教
え
て
！
」

と
い
う
反
応
が
返
っ
て
く
る
こ
と
が
な
に
よ
り

も
う
れ
し
い
。

マ
ジ
ッ
ク
は

気
軽
に
始
め
る
こ
と
が
で
き
る

　

マ
ジ
ッ
ク
を
披
露
す
る
う
え
で
大
切
に
し
て

い
る
こ
と
は
、「
ト
ー
ク
・
動
作
・
Ｂ
Ｇ
Ｍ
」

の
３
つ
。
毎
年
、
持
ち
ネ
タ
が
増
え
て
い
き
、

今
で
は
１
０
０
以
上
に
。「
練
習
を
し
な
か
っ

た
ら
忘
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
場
合

は
再
度
練
習
し
ま
す
」
と
笑
う
。

　

コ
イ
ン
や
コ
ッ
プ
な
ど
、
家
に
あ
る
も
の
を

使
っ
た
簡
単
な
マ
ジ
ッ
ク
も
た
く
さ
ん
あ
り
、

「
気
軽
に
始
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
魅
力
の

一
つ
」
と
話
す
。
マ
ジ
ッ
ク
の
楽
し
さ
を
伝
え

る
た
め
に
、
大
江
地
域
公
民
館
で
毎
年
マ
ジ
ッ

ク
教
室
を
開
い
て
い
る
。
３
回
の
シ
リ
ー
ズ
で
、

コ
イ
ン
や
新
聞
紙
な
ど
を
使
っ
た
マ
ジ
ッ
ク
を

マ
ス
タ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
毎
月

第
１
・
３
水
曜
日
の
夜
に
マ
ジ
ッ
ク
好
き
の
仲

間
ら
と
結
成
し
た
「EM

S M
A
G
IC

 C
LU

B

」

の
練
習
を
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
ふ
く
ち
や
ま
で

行
っ
て
い
る
。

　

今
後
の
願
い
は
、「
マ
ジ
ッ
ク
仲
間
が
増
え

る
こ
と
」。
そ
の
た
め
に
、
一
人
で
も
多
く
の

お
客
さ
ん
が
マ
ジ
ッ
ク
で
笑
顔
に
な
る
よ
う
、

腕
に
磨
き
を
か
け
る
べ
く
日
々
練
習
に
励
む
。

　市内外の保育園のお楽しみ会や自治会の子ども会、デイサービスなどでマジックを披露して
いる越後義昭さん。30代の頃からマジックにのめり込み、プロのマジシャンから教えてもらっ
たり、独学で学んだりしながらさまざまなネタを覚え、今ではその数100以上。楽しいトーク
を交えながら、自慢のマジックを披露するマジシャン・越後さんを紹介します。

第32回「越
え ち

後
ご

義
よ し

昭
あ き

さん（マジシャン）」

マ
ジ
ッ
ク
で
み
ん
な
を
笑
顔
に
！

「EMS MAGIC CLUB」に興味のある人や越後さんへの
出演依頼がありましたら、秘書課広報係（TEL24-7000・
FAX24-7023）まで。

◀
得
意
と
す
る「
ス
テ
ー
ジ
マ
ジ
ッ
ク
」

▶
マ
ジ
ッ
ク
を
習
う
受
講
者
の
皆
さ
ん

　
（
中
央
が
越
後
さ
ん
）

広
報
ふ
く
ち
や
ま

平
成
27（
2015）年

12月
1日
号

●
発
行
/
福
知
山
市

●
編
集
/
秘
書
課

〒
620-8501

京
都
府
福
知
山
市
字
内
記
13番

地
の
1（
内
記
三
丁
目
）

TEL0773（
22）6111　【

代
表
】FAX0773（

23）6537
※「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」
の
表
記
は
、
新
聞
表
記
基
準
に
準
じ
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.city.fukuchiyam

a.kyoto.jp. 広報ふくちやまは１日号を毎月第１木曜日、15日号を毎月第３木曜日に配布しています。次回12月15日号は12月17日（木）に配布します。
「広報ふくちやま」についてのご意見・ご感想をお待ちしています。
■秘書課広報係（TEL24-7000・FAX24-7023　Eメールhisyo@city.fukuchiyama.lg.jp）

※
「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」
は
、
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
と
、
環
境
に
や
さ
し
い
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。


